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今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
で
、
本
学
会
各
地
の
例
会
、
そ
し
て

大
会
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
例

年
七
月
の
京
都
は
祇
園
祭
の
熱
気
に
つ

つ
ま
れ
る
が
、
今
年
は
そ
の
山
鉾
巡
行

も
中
止
と
な
っ
た
。
奇
し
く
も
祇
園
祭

の
起
源
は
、
疫
病
退
散
を
祈
願
す
る
祇

園
御
霊
会
と
さ
れ
、
今
年
は
そ
の
原
点

に
立
ち
か
え
り
、
疫
病
封
じ
を
祈
念
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
祇
園
祭

の
神
事
・
行
事
の
見
物
で
は
、
壮
麗
な

山
鉾
を
見
上
げ
つ
つ
も
、
巡
行
の
お
役

人
の
裃
姿
や
、
囃
子
方
の
浴
衣
姿
の
足

元
を
清
々
し
く
決
め
る
雪
駄
に
、
つ
い

目
を
落
と
し
て
し
ま
う
。

　

こ
の
「
雪
駄
」「
雪
踏
」
と
は
、
竹

皮
草
履
の
裏
に
牛
・
馬
・
鹿
・
猪
な
ど

の
獣
皮
を
貼
り
、
丈
夫
で
湿
り
気
を
表

に
通
さ
な
い
こ
と
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
に
広
ま
っ
た
履
物
で
あ
る
。
平
安
期

の
貴
族
や
中
世
の
武
家
で
は
、
草
履
の

か
か
と
部
分
が
な
い
、
尻
切
（
し
き

れ
）
や
半
物
草
（
は
ん
も
の
ぐ
さ
）、

関
東
で
は
足
半（
あ
し
な
か
）
と
呼
ぶ

草
履
が
履
か
れ
て
お
り
、

雪
駄
は
尻
切
か
ら
発
展
し

た
こ
と
が
、『
貞
丈
雑
記
』

（
１
７
８
４
頃
）
や
『
松

屋
叢
考
』（
１
８
２
６
）

な
ど
の
記
述
か
ら
も
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

初
期
茶
の
湯
の
様
相
の

批
判
を
長
歌
で
詠
う『
長

歌
茶
湯
物
語
』（
１
５
３

２
―
７
０
）
に
は
、「
し

き
れ
は
し
な
か　

ふ
み
ち

ら
し
」
と
詠
ま
れ
、
当
時

の
茶
会
の
席
入
り
に
、
写

真
の
よ
う
な
履
物
が
履
か
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

　

一
方
、
こ
の
他
に
も
雪
駄
の
ル
ー
ツ

が
あ
る
。『
十
巻
本
和
名
類
聚
抄
』（
９

３
４
頃
）
や
、
そ
れ
を
底
本
に
他
本
と

校
合
し
、
和
漢
の
古
書
を
引
用
し
て
考

証
し
た
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』（
１
８

８
３
）
に
は
、
唐
韻
か
ら
の
呼
称
で
屩

靪
（
た
ち
は
め
・
た
ち
ば
め
）
と
い
う

牛
の
皮
を
補
っ
た
藺
草
の
草
履
が
記
さ

れ
て
い
る
。ま
た
屩
靪
は
、後
の
路（
露
）
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地
草
履
の
呼
称
と
も
さ
れ
て
い
た
ら
し

い
。

　

そ
の
後
、
茶
書
が
編
ま
れ
る
と
、
茶

会
の
客
の
身
支
度
や
、
持
物
に
つ
い
て

も
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
分
類
草

人
木
』（
１
５
６
４
）
で
は
「
…
草
履

等
に
至
る
迄
、
新
し
く
垢
つ
か
ぬ
を
用

ゆ
べ
し
」
と
あ
り
、『
山
上
宗
二
記
』（
１

５
８
８
）
で
は
「
…
藁
こ
ん
ご
う
（
わ

ら
じ
）
毎
度
新
し
き
が
よ
し
」
と
す
る
。

こ
の
頃
に
は
か
か
と
も
汚
れ
な
い
新
品

の
わ
ら
じ
等
が
、
道
中
履
き
を
か
ね
て

か
、
履
き
替
え
用
か
は
断
言
し
き
れ
な

い
が
、
客
の
用
意
と
さ
れ
て
い
る
。
因

み
に
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
江
戸
期
を

通
し
て
露
地
履
き
は
、
主
客
の
ど
ち
ら

が
用
意
す
る
か
の
決
ま
り
は
な
く
、
主

客
の
関
係
や
、
天
候
、
露
地
と
寄
付
待

合
の
有
無
な
ど
で
、
必
ず
し
も
一
定
で

は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
『
茶
道
要
録
』（
１
６
９
０
）

に
は
、「
…
盧
地
下
駄
ト
云
テ
形
ア
リ

兼
テシ
キ
レヲ
用
ヘ
シ
今
ノ
雪
駄
是
也
」
と

あ
り
、『
南
方
録
』（
１
６
９
０
）
で
も

露
地
履
に
、
下
駄
と
雪
駄
に
つ
い
て
語

ら
れ
て
い
る
か
ら
、
元
禄
期
は
幾
つ
か

の
タ
イ
プ
の
露
地
履
が
使
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
窺
え
る
。

　

こ
う
し
た
露
地
履
き
へ
の
履
き
替
え

は
、
道
中
の
汚
れ
を
持
ち
込
ま
ず
、
防

水
、
防
音
の
工
夫
も
さ
れ
て
、
茶
会
に

相
応
し
か
っ
た
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い

が
、
む
し
ろ
体
を
屈
め
て
出
入
す
る
躙

口
で
、
連
客
が
個
を
問
わ
な
い
露
地
用

の
仮
履
は
（『
茶
湯
一
会
集
』
で
は
、

亭
主
が
下
駄
を
用
意
す
る
が
、
格
別
の

敬
客
に
は
下
駄
を
替
え
る
か
鼻
緒
を
替

え
て
、
相
伴
客
と
分
け
る
事
も
あ
る
）、

席
入
、
中
立
、
退
席
の
度
に
取
り
違
え

や
粗
相
を
気
に
せ

ず
、
ス
ム
ー
ス
に
茶

会
が
進
行
で
き
る
、

こ
れ
ぞ
恰
好
の
ア
イ

テ
ム
で
は
な
か
っ
た

か
。

　

と
こ
ろ
で
雪
駄
の

呼
称
は
、
播
磨
地
方

の
方
言
の
セ
チ
ベ
ン

す
な
わ
ち
、
け
ち
に

端
を
発
し
、
け
ち
く

さ
い
人
が
竹
皮
草
履
を
用
い
た
こ
と
か

ら
、「
セ
チ
ダ
」と
呼
ん
だ
の
が
訛
っ
て
、

関
西
で
は「
セ
キ
ダ
」、関
東
で
は「
セ
ッ

タ
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
た
だ
こ
の

他
に
も
、
セ
キ
は
草
履
の
意
、
ダ
は
足

駄
の
ダ
か
。
シ
リ
キ
リ
ダ
（
尻
切
駄
）

の
略
転
か
。
セ
キ
（
席
）
は
敷
物
、
筵

の
意
、
ダ
（
駄
）
は
載
せ
る
意
で
そ
の

つ
く
り
か
ら
、
な
ど
の
諸
説
も
あ
る
ら

し
い
。『
日
葡
辞
書
』（
１
６
０
３
―
４
）

に
は
「X

eqida （
セ
キ
ダ
）
竹
の
皮
で

作
っ
た
履
物
」
と
あ
る
。

　

や
が
て
江
戸
初
期
に
は
、
摂
津
国
や

山
城
国
の
名
産
と
さ
れ
、
俳
諧
論
書
の

『
毛
吹
草
』（
１
６
３
８
）
に
は
、
摂
津

国
の
産
物
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
そ
の
始
ま
り
が
、千
利
休（
１

５
２
２
―
９
１
）
と
触
れ
る
書
物
は
多

く
、『
長
闇
堂
記
』（
１
６
４
０
）、『
堺

鑑
』（
１
６
８
４
）、『
南
方
録
』（
１
６

９
０
）、『
本
朝
世
事
談
綺
』（
１
７
３

４
）、『
茶
道
早
合
点
』（
１
７
７
１
）、『
貞

丈
雑
記
』、『
茶
道
筌
蹄
』（
１
８
４
７
）、

『
守
貞
謾
稿
』（
１
８
６
７
頃
）
な
ど
江

戸
期
の
文
献
を
列
挙
で
き
る
が
、
そ
の

真
相
は
定
か
で
は
な
い
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
良
休
宗
左
著
『
隨

流
齋
延
ノ
書
』（
１
６
８
６
）
に
は
、「
利

『茶道早合点』
（国立国会図書館デジタルコレクション）
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休
時
代
、
へ
ち
く
わ
ん
と
云
佗
、
皮
そ

う
り
ニ
牛
皮
ニ
テ
裏
付
、
路
治
へ
は
き

た
る
な
り
、
其
時
分
ハ
へ
ち
く
わ
ん
と

申
な
り
、
今
ハ
せ
き
だ
と
云
」
と
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
十
七
世
紀
後
半
で

は
、
露
地
履
き
と
し
て
の
雪
駄
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し

て
す
で
に
、
雪
駄
が
利
休
発
案
と
す
る

書
物
が
流
布
し
た
状
況
で
、
表
千
家
五

世
の
隨
流
齋
が
「
せ
き
た
」
の
発
案
は

利
休
で
は
な
く
、
京
の
わ
び
茶
人
の
丿

貫
と
書
き
置
く
に
は
、
そ
れ
な
り
の
意

味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
丿
貫
の

発
案
の
真
相
も
不
明
だ
が
、
セ
チ
ベ
ン

の
語
か
ら
質
素
倹
約
的
な
、
わ
び
し
い

イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

た
だ
、
利
休
に
関
し
て
は
、
切
腹
の

口
実
と
も
さ
れ
る
大
徳
寺
山
門
に
安
置

さ
れ
た
利
休
像
が
雪
駄
履
き
で
あ
り
、

利
休
は
雪
駄
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は

い
え
る
よ
う
で
あ
る
。天
下
一
の
茶
匠
、

い
わ
ば
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
利
休

が
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の
履
物
を
愛
用
し
た

な
ら
ば
、
そ
の
影
響
力
や
宣
伝
効
果
は

計
り
知
れ
な
い
。

　

そ
れ
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
京

都
の
俳
人
、安
原
貞
室
著
の
『
か
た
言
』

（
１
６
５
０
）
で
は
、
雪
駄
は
京
の
者

が
作
り
、
利
休
と
い
う
茶
湯
者
が
世
に

広
め
た
と
、『
堺
鑑
』『
南
方
録
』
の
流

布
以
前
に
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
あ
な

が
ち
見
当
違
い
で
は
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
さ
ら
に
『
和
漢
三
才
図
会
』（
１

７
１
２
）
の
「
屩
靪
」
の
項
目
で
は
、

婦
人
用
の
履
物
の
解
説
に
尻
切
の
呼
称

も
記
さ
れ
て
、
そ
れ
に
続
く
「
雪
踏
」

の
解
説
に
、
千
利
休
が
始
め
て
之
を
用

い
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
る
と
、

利
休
が
雪
駄
を
発
案
し
た
と
い
う
よ
り

も
、
利
休
が
愛
用
し
始
め
た
と
み
る
の

が
よ
さ
そ
う
だ
。
す
る
と
も
し
や
利
休

は
、表
舞
台
で
天
下
人
と
通
じ
る
反
面
、

前
近
世
の
竹
材
と
皮
革
の
新
た
な
流
通

形
態
へ
の
援
護
と
し
て
、
雪
駄
の
宣
伝

塔
も
厭
わ
な
か
っ
た
？
か
と
も
想
像
し

た
く
な
る
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
そ
の
後
、
雪
駄

は
元
祿
期
（
１
６
８
８
―
７
０
４
）
以

降
に
、
か
か
と
部
分
に
破
損
を
防
ぐ

「
ち
ゃ
ら
か
ね
」
と
呼
ば
れ
た
尻
鉄
（
し

り
か
ね
）
を
打
つ
の
が
流
行
り
、
そ
の

伊
達
な
足
音
か
ら
江
戸
の
侠
客
が
履
い

た
と
か
、
八
丁
堀
の
与
力
同
心
も
愛
用

し
た
と
今
に
伝
わ
る
。
や
が
て
様
々
な

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
宝
永
期

（
１
７
０
４
―
７
１
１
）
に
僧
侶
が
履

い
て
い
た
「
カ
ピ
タ
ン
雪
駄
」
は
、
白

革
の
鼻
緒
と
三
枚
重
ね
の
裏
皮
と
い
う

洒
脱
さ
で
、
後
に
武
士
や
医
者
の
間
で

も
流
行
す
る
。
革
の
鼻
緒
の
雪
駄
は
、

粋
な
着
流
し
か
ら
仙
台
平
の
袴
で
も
、

鮫
小
紋
の
裃
で
も
ピ
タ
リ
と
決
ま
る
格

を
備
え
、
都
市
民
の
洗
練
さ
れ
た
履
物

と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
茶
の
湯
が
、
衣
食
住
と

い
っ
た
日
本
の
生
活
文
化
に
及
ぼ
し
た

影
響
は
大
き
い
と
い
わ
れ
、
し
ば
し
ば

食
文
化
や
、
住
空
間
で
の
事
例
を
耳
に

す
る
。
そ
ん
な
中
で
雪
駄
は
、
服
飾
史

に
お
け
る
展
開
を
い
き
い
き
と
今
に
伝

え
て
く
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、セ
チ
ダ
に
「
雪
駄
」「
雪

踏
」
の
字
を
あ
て
る
と
は
、
な
ん
と
も

風
流
で
あ
る
。『
堺
鑑
』
に
は
「
雪
踏

の
始
は
、
昔
日
尻
切
と
云
物
を
用
、
千

利
休
作
意
と
し
て
、
雪
の
比
、
茶
湯
の

時
、
露
地
入
の
為
に
、
草
履
の
裡
に
牛

革
を
附
さ
せ
用
る
也
。
即
ち
、
雪
を
踏

と
云
義
を
取
て
名
附
た
り
と
云
伝
也
」

と
記
さ
れ
て
以
後
、『
本
朝
世
事
談
綺
』

『
守
貞
謾
稿
』
に
も
似
通
っ
た
意
味
合

い
の
く
だ
り
が
あ
る
。「
雪
」
の
あ
て

字
は
、
防
湿
効
果
と
好
事
的
効
用
の
ア

ピ
ー
ル
に
ぴ
っ
た
り
で
、
そ
の
絶
妙
な

作
意
に
感
じ
入
る
。
ま
た
故
に
『
茶
道

要
録
』
で
「
下
駄
足
駄
雪
駄
皆
俗
語
ノ

俗
字
也
」
と
あ
る
の
も
一
理
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
雪
駄
の
露
地
へ
の
第

一
歩
は
、
新
雪
に
踏
み
入
る
よ
う
に
、

さ
ぞ
清
新
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ

ん
な
思
い
に
ふ
け
な
が
ら
、
十
月
の
時

代
祭
で
多
様
な
履
物
の
見
物
も
叶
わ
ぬ

今
は
、
か
ら
り
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
鳴

る
巡
行
の
足
音
を
、
強
く
待
ち
望
ん
で

い
る
。
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例
会

東
京
例
会

（
令
和
二
年
二
月
二
十
九
日
）

「
仏
教
儀
礼
と
茶

�

―
茶
の
湯
前
史
―
」

米
沢
玲

　

平
安
時
代
初
期
、
仏
教
を
学
ぶ
た
め

に
大
陸
へ
と
渡
っ
た
遣
唐
使
に
よ
っ
て

茶
は
日
本
へ
と
伝
え
ら
れ
た
。
当
時
の

茶
は
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
り
、
単
な
る

嗜
好
品
で
は
な
く
仏
教
の
さ
ま
ざ
ま
な

儀
礼
を
行
う
際
に
欠
か
せ
な
い
供
物
と

し
て
、
僧
侶
が
持
ち
帰
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
本
発
表
で
は
、
平
安
時
代
の
初

期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
茶
が
飲

料
と
し
て
広
く
定
着
す
る
以
前
に
仏
教

儀
礼
に
お
い
て
重
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
史
料
や
絵
画
作
品
を
取
り
上
げ
な
が

ら
論
じ
た
。
茶
を
用
い
た
代
表
的
な
儀

礼
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
天
台
大

師
供
な
ど
の
祖
師
供
養
や
季
御
読
経
、

北
斗
法
、
羅
漢
供
な
ど
で
あ
る
。
天
台

大
師
供
は
延
暦
十
七
年
（
七
九
八
）
に

最
澄
が
比
叡
山
で
行
っ
た
際
、
智
顗
の

画
像
に
茶
を
供
え
た
記
録
が
あ
り
儀
礼

に
茶
を
用
い
た
最
古
の
例
で
あ
る
。
季

御
読
経
は
僧
侶
た
ち
が
転
読
を
行
う
大

規
模
な
宮
廷
儀
式
で
、
読
経
を
終
え
た

後
に
は
茶
が
ふ
る
ま
わ
れ
て
い
た
。
茶

を
神
仏
に
供
え
る
、
あ
る
い
は
儀
礼
に

お
い
て
ふ
る
ま
う
の
は
特
別
な
薬
効
が

期
待
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
北
斗

法
で
は
茶
が
仙
薬
、
す
な
わ
ち
道
教
思

想
に
基
づ
く
不
老
不
死
の
薬
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
と
り
わ
け
茶
は

羅
漢
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
多
く
の

羅
漢
図
に
は
喫
茶
の
様
子
が
描
き
こ
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
台
山
に
お
け

る
羅
漢
へ
の
茶
供
と
い
う
思
想
や
、
羅

漢
が
修
行
僧
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。
南
宋
時
代

の
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
に
は
中

国
・
宋
代
の
僧
院
生
活
を
題
材
と
し
た

図
様
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
当
時
の
喫

茶
文
化
も
ま
た
反
映
さ
れ
て
い
る
。

金
沢
例
会

（
令
和
二
年
七
月
五
日
）

「『
山
上
宗
二
記
』
の
諸
本
」

竹
内
順
一

　

伝
授
日
別
に
は
、「
天
正
十
六
年
正

月
二
十
一
日
付
」
が
八
種
、「
同
二
月

二
十
七
日
付
」
が
二
種
、
同
五
月
吉
日

付
、
天
正
十
七
年
二
月
吉
日
付
、
天
正

十
八
年
三
月
吉
日
付
が
各
々
一
種
ず
つ

あ
り
、
計
十
三
種
が
あ
る
。

　

宛
先
別
に
み
れ
ば
、
①
天
正
十
六
年

正
月
二
十
一
日
付
の
宗
二
の
子
息
・
伊

勢
屋
道
七
宛
本
（
写
本
は
國
學
院
大
本

な
ど
八
点
）、
②
同
正
月
二
十
一
日
付

の
高
野
山
・
安
養
院
宛
本
（
齋
田
記
念

館
本
）、
③
高
野
山
・
医
乗
院
宛
本
（
推

定
写
本
は
文
禄
五
年
九
月
付
の
東
京
芸

大
本
か
）、
④
同
正
月
二
十
一
日
付
の

愛
宕
山
・
福
寿
院
宛
本
（
彦
根
城
博
本

な
ど
）、
⑤
同
二
月
二
十
七
日
付
の
桑

山
修
理
重
晴
宛
本
（
群
書
類
従
本
＝
茶

器
名
物
集
が
か
ね
て
か
ら
知
ら
れ
る
）、

⑥
同
二
月
二
十
七
日
付
の
出
雲
・
岩
屋

寺
宛
本
（
不
審
菴
本
）、
⑦
同
五
月
吉

日
付
の
北
条
家
・
林
阿
弥
宛
本
（
今
日

庵
文
庫
本
）、
⑧
天
正
十
七
年
二
月
吉

日
付
の
北
条
家
・
板
部
岡
江
雪
齋
宛
本
。

写
本
四
点
が
知
ら
れ
、
な
か
で
も
淡
交

社
・
茶
道
古
典
全
集
本
と
し
て
知
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
厳
密
に
い
え
ば
写
本
原

本
は
世
に
存
在
せ
ず
、
追
跡
す
れ
ば
校

注
者
・
桑
田
忠
親
の
校
注
本
と
し
て
存

在
し
た
。
ま
た
、
南
家
本
（
一
九
三
〇

年
『
堺
市
史　

第
四
巻
』
所
収
本
だ
が
、

原
本
は
焼
失
。
創
元
社
『
茶
道
全
集　

巻
の
五
』
一
九
三
六
年
に
再
録
）、
酒

井
家
本
（
堺
市
の
酒
井
氏
が
古
書
店
で

発
見
し
、
堺
市
博
物
館
に
寄
贈
）。
⑨

天
正
十
八
年
三
月
吉
日
付
の
下
野
金
剛

寺
・
皆
川
山
城
守
応
照
宛
本
（
尊
経
閣

本
な
ど
一
〇
点
）。

　

こ
の
他
、
出
雲
の
岩
屋
寺
宛
本
の
奥

書
に
よ
れ
ば
、
宗
二
が
天
正
十
六
年
二

月
に
牢
人
す
る
以
前
に
大
名
宛
へ
の
伝

授
本
が
三
種
、
ま
た
、
出
雲
の
茶
人
・

三
沢
宗
程
宛
も
想
定
さ
れ
る
。

　
『
山
上
宗
二
記
』
の
名
称
は
、
後
世

の
写
本
の
題
簽
や
内
題
が
定
着
し
た
も

の
で
、本
来
は
無
題
。
瓢
庵
宗
二
伝
書
、

瓢
庵
宗
二
古
書
、
宗
二
之
記
な
ど
約
五
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十
数
種
が
あ
る
。『
古
写
本
茶
乃
湯
珍

書
（
天
正
十
八
年
三
月
吉
日
付　

皆
川

山
城
守
宛
）
東
大
総
合
図
書
館　

書
架

番
号Y

B20-49
』
は
、
名
称
こ
そ
『
山

上
宗
二
記
』
を
連
想
さ
せ
な
い
が
、
写

本
と
し
て
良
本
で
あ
る
。

　

内
容
別
・
構
成
別
分
類 
で
は
、
二

種
類
。
い
き
な
り
、「
茶
入
（
茄
子
）」

の
項
目
か
ら
書
き
出
す
簡
略
版
で
Ⅰ
型

本
と
呼
ぶ
。
一
方
、
麗
々
し
く
、
茶
の

湯
発
展
史
を
概
観
し
、
大
壺
か
ら
書
き

出
す
詳
細
版
Ⅱ
型
本
が
あ
る
。

例
会
の
ご
案
内

例
会
の
ご
案
内

※ 

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
例
会

二
〇
二
〇
年
十
月
二
十
四
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
小
講

堂「
女
性
が
茶
道
を
学
ぶ
意
味
―
一
九
八
〇

年
代
以
降
の
雑
誌
研
究
を
中
心
に
―
」

太
田
あ
り
か

「
竹
川
竹
斎
『
川
船
の
記
』（
射
和
文
庫

蔵
）
―
空
想
茶
会
記
を
含
む
桜
田
事
変

関
連
資
料
が
隠
さ
れ
て
い
た
茶
書
（
全

八
冊
）
に
つ
い
て
―
」

岩
田
澄
子

二
〇
二
〇
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
東
京
国
立
博
物
館
黒
田
記
念
館

小
講
堂

「
福
喜
多
靖
之
助
著
『CH

A
-N

O
-Y

U
 

T
EA

 CU
LT

 O
F JA

PA
N

』
―
海
外

へ
伝
え
ら
れ
た
近
代
数
寄
者
の
茶
の

湯
―
」

櫻
庭
美
咲

「
古
田
織
部
と
連
歌 

―
近
衛
信
尹
と
の

両
吟
百
韻
を
中
心
に
―
（
仮
）」

工
藤
隆
彰

二
〇
二
一
年
二
月
二
七
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
未
定

「
宗
湛
日
記
の
茶
会
に
お
け
る
「
盆
」

の
使
用
（
仮
）」

作
山
裕
美
香

「『
南
方
録
』
に
お
け
る
茶
の
湯
の
系
譜

―
「
達
磨
」
と
「
趙
州
」
を
手
が
か
り

に
―
」

櫻
本
香
織

東
海
例
会

二
〇
二
〇
年
十
一
月 

一
日
（
日
）

午
後
二
時
～
三
時
半

（
開
場
午
後
一
時
半
～
）

会
場
：
昭
和
美
術
館
会
議
室

「
尾
張
の
焼
物
（part

三
）（
仮
）」

前
田　

博

北
陸
例
会

二
〇
二
一
年
三
月
二
十
日
（
土
）

「
未
定
」

金
沢
例
会

日
時
未
定

移
動
例
会

高
山
茶
の
湯
の
森
見
学
・
料
亭
「
洲
さ

き
」

日
時
未
定

福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

高
知
例
会

二
〇
二
一
年
二
月
七
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室茶
書
『　

未
定　

』
を
読
む

茶
席　

正
午
～
午
後
四
時

　
　
　

 

茶
の
湯
文
化
学
会
の
研
究
成
果

を
実
践
す
る
。
茶
の
湯
を
一
般

の
方
々
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
「
床
飾
り
」「
道
具
立
て
」

は
す
る
が
、
お
点
前
は
お
客
次

第
と
し
て
楽
し
め
る
茶
席
を
設

け
る
。

会
費　

三
百
円
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新
刊
案
内

『
お
茶
作
り
名
人
紀
行
』
中
村
羊
一
郎

著
　
羽
衣
出
版
　
定
価
二
、
〇
〇
〇
円

＋
税

静
岡
県
の
情
報
誌
『
茶
の
文
化
』
に
連

載
さ
れ
た
も
の
を
一
冊
に
ま
と
め
て
刊

行
。
全
国
の
茶
産
地
を
訪
ね
、
煎
茶
、

抹
茶
、
玉
露
、
釜
炒
り
茶
、
番
茶
な
ど

の
「
お
茶
作
り
名
人
」
の
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
記
し
た
書
。

『
世
界
で
一
番
や
さ
し
い
茶
室
設
計
　

最
新
版
』
株
式
会
社
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

編
集
部

一
一
五
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
学
び
、
茶
室

設
計
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
知
識
を
や
さ

し
く
語
る
書
。

質
問
コ
ー
ナ
ー

  

質
問 　
　
　

　

炭
手
前
を
客
前
で
行
う
よ
う

な
っ
た
の
は
、
い
つ
頃
か
ら
の
こ

と
で
し
ょ
う
か
？

 

（
宮
﨑
真
紀
子
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　

　

永
禄
九
年（
一
五
六
六
）の
写
本『
古

伝
書
』で
は
、「
亭
主
は
料
理
を
出
し
酒
・

湯
斗
も
済
ま
せ
た
ら
、
露
地
で
手
水
を

使
い
炭
斗
を
持
っ
て
席
に
入
る
。
亭
主

が
釜
を
下
ろ
す
の
を
見
て
、
客
は
席
を

出
る
」
と
あ
り
ま
す
。
巻
頭
に
「
当
世

は
や
り
の
茶
湯
に
比
べ
故
実
」と
あ
り
、

原
本
は
さ
ら
に
二
、
三
十
年
前
に
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
十
六

世
紀
前
半
に
は
、
客
前
で
の
炭
手
前
は

ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）

の『
烏
鼠
集
』で
は
、「
亭
主
が
巧
者
だ
っ

た
ら
客
は
炭
手
前
を
見
る
が
、
初
心
者

な
ら
ば
席
を
立
つ
」
と
あ
り
、
亭
主
の

炭
斗
の
持
ち
出
し
に
始
ま
り
、
火
の
お

こ
し
、
羽
の
扱
い
な
ど
、
炭
手
前
の
所

作
全
般
に
、
客
が
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

天
正
十
四
、
五
年
頃
に
な
る
と
、
い

く
つ
か
の
文
献
に
炭
道
具
や
炭
手
前
の

記
述
が
み
ら
れ
ま
す
。『
今
井
宗
久
茶

湯
日
記
抜
書
』
天
正
十
五
年
（
一
五
八

七
）
六
月
十
三
日
「
上
様
御
成
」
の
宗

易
（
利
休
）
會
で
は
「
長
板
二
、
銅
フ

ロ
、
但
、
炭
ハ
カ
リ
火
ハ
な
し
、
半
田

土
鍋
ニ
テ
火
ヲ
入
レ
、
雲
竜
釜
ヌ
ラ
シ

テ
カ
ク
ル
」
と
あ
り
、
こ
の
利
休
の
炭

手
前
は
現
代
と
は
異
な
る
も
の
の
、
上

様
（
秀
吉
）
を
前
に
し
た
所
作
で
し
た
。

　

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
一
月
二
十

四
日
夜
、
秀
吉
は
神
屋
宗
湛
ら
博
多
の

商
人
三
人
を
、
二
条
城
内
数
寄
屋
に
招

き
ま
す
。「
入
リ
ヤ
」
と
声
を
か
け
た

秀
吉
は
水
屋
か
ら
炭
斗
を
持
ち
出
し
、

ま
ず
炭
手
前
を
し
ま
す
。
そ
し
て
炭
の

拝
見
の
時
に
、
秀
吉
は
自
ら
「
巧
者
」

と
言
っ
た
と
『
宗
湛
日
記
』
は
記
し
て

い
ま
す
。

　

炉
（
風
炉
）
内
の
炭
を
熾お
こ

す
と
い
う

こ
と
は
、元
来
は
水
屋
の
仕
事
で
し
た
。

こ
れ
を
茶
席
で
客
が
拝
見
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
十
五
〇
〇
年
代
半
ば
近

く
な
っ
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
谷

村
玲
子
）

● 

年
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
払
込
み

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


